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──はじめに
2011 年 3 月 11 日の東日本大震災では、大型の津波が東北地方東部の沿岸地域
を襲い、住宅約 40 万棟が崩壊し、大規模な被害が出、約 3 万人が死亡し、約 25
万人が家を失うなど関東から東北の広域に甚大な被害をもたらした。自身が被災
したり、親類・知人が被災したり、東北地方の被災者の悲惨なメディア映像を連
日視聴したり、頻繁に繰り返される大きな余震や放射性物質の恐怖にさらされた
りなど、多くの人が直接的・間接的に高いストレス、心配、不安、無力感、絶望
感、悲しみ、苦しみ、抑うつ感などの心的外傷体験を被った。これらの未曾有の
トラウマ体験にさらされた地域、特に、東北から関東地方にかけては、PTSDの
ストレス性の疾病に罹患する人々が増加することが予測され、多くの公的・私的
な被災者支援の手が差し伸べられた。その 1 つに国際 NPO法人 IsraAID（イスラ
エイド）の緊急派遣チームがある。津波発生から 4 日後に被災地に入り、支援物
資を配布し、住宅を清掃し、子ども向けの遊び場を設け、学校を再建した。この
時、心理社会的ケアやポストトラウマ治療に対して急速に拡大する需要を見出し、
これに対処するために、2013 年、IsraAIDの日本支部、一般社団法人 JISP（日本
イスラエイド・サポート・プログラム）１）が発足した。
JISPのプログラムである｢東北の声｣プロジェクト２）は､東北大震災及び津波の
発生 1 年後に始まったもので､心理社会学ワーカーらが被災者のトラウマの予防､
回復力の増加、対処メカニズムの基盤強化を手助けするために始められたもので
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１）Japan IsraAID Support Programの略。ホームページは　www.jisp.org
２）http://voicesoftohoku.org/ の動画サイトでインタビューをいくつか公開している。本研究の対象者の
語りの一部もここで視聴することができる。
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ある。｢東北の声｣プロジェクトには､経験豊かなイスラエル人スタッフや他の
国々のトラウマ治療家によるトラウマ予防活動として、地元自治体やグローバル
企業の日本支社の協賛の下､仮設住宅内における文化イベントも行われているが、
主な活動は、東日本大震災を体験された方々のお話を映像に残し、貴重な史的資
料として 10 年後、20 年後の次の世代の人々のために記憶から記録へ保存してい
くことである。宮城県亘理町、石巻市、県外避難者など 、国内６つのコミュニ
ティでプロジェクトが進められ、現在までに 200 名以上のインタビューが保存
され、一部がWeb上でも公開されている。
｢東北の声｣プロジェクトは、オーラルヒストリー・トラウマ研究の第一人者、
ヘブライ大学名誉教授 Amia Lieblich氏により提案された“Life Story Interviewing”
手法を用いたインタビューによるもので、忠実に記録された語りは、将来の災害
防止の研究に役立つとともに、それ以上に話者自身の心が軽くなり、また、子ど
もや孫の世代に伝えていきたい、という語りに見られるように、命の尊さや意味
が生み出されていくことと思われる。すなわち体験談を出来るだけ忠実に記録し、
その記憶や犠牲者についての話を伝えていくことは、未来への希望にもつながる
と考えられる。事実を記録することによって、どのようにして大変な困難に耐え
て現在に至っているかという思いを、同じ地域住民と共有するであろうし、その
映像は個人の記録としてだけでなく、コミュニティ全体の財産にもなろう。
筆者は JISPのメンバーとして、東北大震災の被災者および援助者のための支
援活動を行ってきたが、中井３）が指摘しているように、援助者のメンタルヘルス
への配慮が大事であることを実感した。そこで、本研究では、被災体験アーカイ
ブ作成のための『東北の声』プロジェクトで得られたインタビューの内、宮城県
の亘理町、山元町、石巻市の 3 地域からの、14 組 15 人（男 8 人、女 7 人）の面
接映像のテープ起こしをして、文字データに転記したものを対象に、援助活動を
行った人の語りに注目し、「援助者セラピー原則」の視点から分析する。
１──援助者セラピー原則（援助者療法）（Helper Therapy Principle: HTP）
（1）援助者とは
援助とは、新明解国語辞典第 4 版によれば、「（じり貧状態にあったり、挫折しか
かっていたりする当事者に対して）プラス方向に向かうようにちからを貸してやる
こと」と定義されている。
近年、阪神淡路大震災、東北大震災などの自然災害などの被災者への援助活動
にあたっては、援助者（helper）自身のメンタルヘルス面でのケアの必要性が取り
上げられるようになり、WHO版の心理的応急処置（サイコロジカル・ファース
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３）中井久夫（2011）『災害がほんとうに襲った時: 阪神淡路大震災 50 日間の記録』みすず書房.
ト・エイド：PFA，2011）にも、「自分自身と同僚のケアについて」（第 4 章）でス
トレス対処法などが記載されている。
本稿では「援助者セラピー原則」Helper Therapy Principle（HTP）の視点から、
東北震災における援助者の語り（「東北の声」）を基に、援助者の援助体験の実態
を検討したい。
（2）援助者セラピー原則（援助者療法）（Helper Therapy Principle: HTP）とは
「援助者セラピー」原則（援助者療法）は、自助グループがなぜ成功するかとい
う問いかけに対する説明によく用いられる４）。Skovholt５）は、援助を受けること
に利点はあるが、援助を与えることはそれ以上に利点がある、と述べている。ま
た、自助グループのメンバーが他者を援助することにより、通常経験する利点を
次のようにまとめている。すなわち有能な援助者は以下のような経験が得られる
としている。
①他者の生活に影響を与えることにより、対人関係能力のレベルが上がった
と感じる。
②他者との間で、与え受けることによって平等の感覚を持つ。
③他者を援助することにより自分も貴重な学習をする。
④援助した人々から社会的な承認を受ける。
Riessman６）は、1965 年に援助者セラピー原則（helper therapy principle）という概
念を打ち出した。これは単純に言えば、「人は援助をすることで最も援助を受け
る」というものである。それが当事者の自助グループに代表される守秘者参加の
強調や、体験的知識の特性（問題を持っていること自体が、他社の問題解決の一部と
なるなど）と結びつくことで、ヒューマンサービスにおける援助を再構築し、援
助がより人々のニーズに合致したかたちで自己増殖し、その中で人々が「力を獲
得していく」精神が増大していくプロセスを支え、推進していく力になり得ると
Riessmanは考え、援助者セラピー原則を新しいヒューマンサービスのパラダイム
であると位置づけた。
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４）井上孝代（監訳）伊藤武彦・石原静子（訳）（2006）『コミュニティカウンセリング：福祉・教育・
医療のための新しいパラダイム』ブレーン出版.（Lewis, J. A., Lewis, M, D., Daniels, J. A., & Ｄ’Andrea,
M. J. (2003). Community counseling: Empowerment strategies for a diverse society (3rd ed.). Pacific Grove,
CA: Brooks/Cole (p.305).
５）Skovholt. T. M. (1974). The c1ient as helper: A means to promote psychological growth. The Counseling Psy-
chologist, 4, 58-64.
６）Riessman, F. (1965). The 'helper' therapy principle. Social Work, 10 (2), 27-32.
また、Ganer &Riessman７）は援助者セラピー原則（援助者療法）に関して、さら
に 3 つの利点を指摘している。
①援助する人はより自立的になる。
②似た問題を抱える人の援助をすることで、距離を置いて自分の問題を考え
ることができる。
③援助の役割を持つことにより、社会的有用性の感覚が得られる。
2──被災と援助の体験による６分類
援助と被災の 6 つのタイプについて、前田８）は、援助者の立場から考え、「援
助者も被災したか」「援助活動は職務や命令か、或いは自発的か」により、援助
者の立場を以下のように大きく 4 つに分けている（図 1）。
（1）自らも被災者であり、援
助活動は職務である。
（2）自らも被災者であり、自
発的に援助を行っている。
（3）外部からの自発的援助で
ある。
（4）外部からの職務・命令に
よっての援助である
上記の 4 分類をもとに非援助者
を加え、東北大震災の被災と援助の体験による分類は以下の 6 分類に分け、心理
について述べてみる。
（1）自らも被災者であり、職務（教師、医師など）として援助活動を行っている人
(professional helper/sufferer)
援助者自身も被災によってショックを受け、家族の安否に不安を抱きながら職
務を遂行する。家族や近親者の安否がわからない場合は、特に大きな葛藤を経験
することになる。一方、職務として地元の被災者を援助できる立場であることに
より充実感を抱くこともありえよう。
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７）Gartner. A. & Riessman. F. (1984). Introduction. In A. Gartner & F. Riessman (Eds.), The self-help revolution
(pp. 17-23). New York: Human Sciences Press.
８）前田潤（2011）「援助者の心理状態とその特徴」黒田裕子・酒井明子（編）『ナーシング・グラフィ
カ　EX5 災害看護』メディカ出版, p.p.93-101.
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図1 援助者の立場（前田,  2011）
（2）自らも被災者であり、自発的援助活動を行っている人
(voluntary helper/sufferer)
自らも被災者であることから、被災者に対して強い共感をもって活動できると
いえる。ただ、東北大震災などのように未曾有の大規模な災害の場合などでは、
その被害のあまりの大きさや被災者の多さに圧倒されてしまい、まずは何から始
めたらよいかがわからず途方に暮れてしまうことも少なくない。自発的な気持ち
から積極的に活動を始めるものの、やがて疲労感や不全感・無力感などを経験す
ることもある。
（3）被災者であり、援助活動を行っていない人
(non-helper/sufferer)
被災体験の大きさにショックや戸惑いなどで援助活動までに気が回らない人も
多いかも知れない。被災者の語りを分析すると、援助されることへの感謝を述べ
ることが多いが自分自身では被災体験者としての立場からなかなか一步先に踏み
出せない状態であるようである。
（4）外部からの自発的援助者
(voluntary helper/non-sufferer)
援助活動に高い動機づけや意欲をもち、被災者の役に立ちたいという止むにや
まない強い気持ちから活動を行う。現地では外部からでは想像できないほどの被
害の甚大さに触れることもあり心理的衝撃を受けたり、罪悪感に似た感情も抱く
ことがある。一方では被災者から感謝の気持ちを示されることで勇気づけられた
り、逆に手応えが感じられずに落ち込むなどの複雑な心理状況を経験することも
少なくない。
（5）外部からの職務・命令による援助者
(professional helper/non-sufferer)
外部から職務や命令で被災地に入る場合は、情報量が大事である。被災地につ
いての情報が不十分だったり、命令系統の不備などから、意欲はあっても職務責
任を全うしづらい場合もある。また、被災地での援助活動の経験がない場合など
は、戸惑いや不安感をよく感じることがある。留守家族への心配、あるいは日常
業務を他の人に任せることに心苦しさを覚えたりもする。
（6）外部者で援助を行っていない人
(non-helper/non-sufferer）
直接的被災者ではなく、援助も行っていない人である。
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3──『東北の声─Voice of Tohoku』
（一般社団法人JISP）における被災者の6つのタイプ
『東北の声─Voice of Tohoku』は、東日本大震災の被災者の語りを、専門家が研
修を受けた地元ボランティアと共に映像に残し、貴重な史的資料として保存する
一般社団法人日本イスラエイドのプロジェクトである。チームは口述歴史記録の
専門家により内容が構成され、体験談を出来るだけ忠実に記録し、その記憶や犠
牲者についての話を伝えるようにしている。事実を記録することによって、どの
ようにして大変な困難に耐えて現在に至っているかという思いを、同じ地域住民
と共有することを可能にし、このことにより、コミュニティの未来への希望にも
つながると考えられる。
本研究においては、武蔵野美術大学のボランティアチーム ayatoriが翻訳・作
成した私家版の書籍９）に記録されているもの（公表承諾書あり）のうちの 14 組を
対象として分析したところ（表１）、（1）（被災者＋職務）6 名、（2）（被災者＋自発
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（1）被災者であり、職務（教師、医師など）として援助活動を行っている
ID 氏名 性別 市町村 津波被害 原発被害 備考
③ K.Y. 女 亘理町 有 無 児童館職 ワークショップ体験、子育て支援
⑤ K.T. 女 石巻市 有 無 地域に貢献する保護司として
⑧ W.S. 男 山元町 有 無 中学校校長＝避難所責任者として
⑨ T.E. 男 石巻市 有 無 中学校教師　学校と地域との繋がりの再確認
⑬ O.A. 男 亘理町 有 無 消防士としての体験
⑭ W.M. 男 亘理町 有 無 神主としての体験
（2）自らも被災者であり、自発的援助を行っている
ID 氏名 性別 市町村 津波被害 原発被害 備考
① S.M. 女 亘理町 有 有 アートの持つ力
② Y.K. 女 亘理町 有 無 町のためのラジオ放送局の活動と意義
⑦ M.M. 女 山元町 有 無 鎮魂と復興への記録集づくり
⑩ K.K. 男 石巻市 有 無 ＮＰＯ法人蛤浜再生プロジェクト
（3）被災者であり、援助活動を行っていない
ID 氏名 性別 市町村 津波被害 原発被害 備考
④ I.I. & S. 男女 山元町 有 無 うつが治って不幸中の幸い
⑥ C.Y. 男 山元町 有 有 家族の離散と再会
⑪ H.S. 男 山元町 有 無 コンビニと地域の復興への思い
⑫ S.K. 女 石巻市 有 無 父の死と母の死
表1 14組の援助活動による分類
──────────────────
９）武蔵野美術大学 ayatori（編）（2014）『東北の声─Voices Of Tohoku』一般社団法人 JISP発行　の書籍は
私家版であり、入手困難である。今回のデータは ayatori および一般社団法人 JISPの利用許可を得て
ある。
的援助）4 名、（3）（被災者＋援助無）4 組であった。全員が被災者なので（4）～
（6）はいなかった。（4）～（6）のデータについては今後、石巻市の 34 事例で分
析を予定している。
4──方法
援助者セラピー原則としての援助することによる利点を以下の 3 点にまとめた。
（1）自己肯定感・自己効力感
①他者の生活に影響を与えることにより、対人関係能力のレベルが上がった
と感じる。
②援助の役割を持つことにより、社会的有用性の感覚が得られる。
（2）他者とのつながりとコミュニティ感覚
③他者を援助することにより自分も貴重な学習をする。援助した人々から社
会的な承認を受ける。
④他者との間で、与え受けることによって平等の感覚を持つ。
（3）人生の意味
⑤援助する人はより自立的になる。
⑥似た問題を抱える人の援助をすることで、距離を置いて自分の問題を考え
ることができる。
分析にあたっては、（1）自己肯定感・自己効力感（2）他者とのつながりとコミ
ュニティ感覚（3）人生の意味をふまえ、3 群 15 人（14 組）の各人の語りにおい
て読み込んだ。
5──結果
（1）職業的援助者の語りに見られた援助者セラピー原則（HTP）
職業的に援助活動を行った人は、③K.Y.さん（児童館職員）④K.T.さん（保護司）
⑧W.S.さん（中学校校長）⑨T.E.さん（中学校教師）⑬O.A.さん（消防士）⑭W.M.さん
（神主）で、その語りのうち HTPに関連した内容は以下である。
③K.Y.さん（児童館職員）の場合
・実際に自分の気持ちはこうなんだよ、と伝えることで気持ちが楽になる、
ということがわかった。自分の思いが分からないこと、自分がかかえている
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ことが周りの人に影響するとあまり考えてこなかった。伝えれば自分も相手
も気持ち的に楽になったのかなとなんとなく分かった。
【自己効力感】、【自己肯定感】
⑤K.T.さん（保護司）の場合
・私が色々やってきたことが、こういうふうになって欲しいんだなっていう
ような対象者としても良かったなという気持ちで後になって私考えてよかっ
たな、自分に何かプレゼントしなきゃなっていう気持ちになったり、そうい
うようなことで助けられたりしています。【達成感】、【自己効力感】
・そのようなことで、本当に私は繋がり、繋がったというふうな私どももど
こかで何かあればこの手を差し伸べたい、手を貸してあげたいという気持ち
になりますね。私も、孫にも私はこれは言い聞かせております。どこでも自
分の手が大切なんだよ、手を貸してあげることというのは、みんなみんな必
要なんだよ、ということで私はこの「繋がり」と「手」が本当に良かったな
と思っております。この色々な面で、お勉強になりましたし、悲しい思いも
しましたし、恐ろしい思いもしました。でも人生の中でこういうこともある
んだなというふうな楽しみと苦しみと悲しみとを 1 度に味わったようなそう
いうような 2 年数ヶ月でした。【自己効力感】、【他者とのつながり】、【将来
展望】
⑧W.S.さん（中学校校長）の場合
・今後も山元町がこういうふうになっていたんだということを、後世に伝え
るためにも、それから忘れ去られたくないということもあったので、いろい
ろなところで体験したことをお話しする機会を設けてもらっています。私の
出来ることは全国に、全世界に体験を発信していくことだろうと思っており
ます。それで、山元町が少しでも変われば良いなと思ってやり続けておりま
す。東北、広島、宮崎、愛媛、外国の方ではイタリアとか、アメリカ大使館
とかに行かせてもらって、お話しさせていただきました。避難所の動かし方
であるとか、意識、それから子ども達の発想、今まで築いてきた思いやりと
か、絆とか、それを大事にしてきた、それが育った、津波以降もっと教訓に
なったとおもうのでそのすばらしさを伝えていきたいと思っています。ぜひ
私も山元町になるかはわかりませんが、家を建てて、皆でまた楽しい幸福な
家庭を築きたいと思っておりました。
【自己肯定感】、【自己効力感】、【絆】、【将来の希望】
⑨T.E.さん（中学校教師）の場合
・その仕分けの時なんかも、ここに避難してる方々がお手伝いしてくれたり
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しあって、不思議な人間関係がそこに生まれてきたんですね。だからこの避
難所を経営してる側と避難してる側っていう絶対的な距離感ってのが、各避
難所ではあったみたいなんですけど、それがなくなって、一緒になって動い
ていったっていうのが、後半あったわけですから、いまだに避難所の方々と
学校職員が交流を持つっていう場面があるので、それがちょっとすごいなっ
ていう部分ですね。【絆】
・すごく悲しいできことでした。いまだに引きずってることですとか、いま
だに夜になると思い起こすことはいっぱいあるんですけども、それと同じく
らい、いろんな人の励ましとか、優しさとか温かい想いに触れることが出来
たので、それがあるからこそなんか、前に進めるかなっていうふうにおもえ
ます。だから、ある想いを持ったけれども震災で絶えてしまった人生とか、
想いを持った人たちの分まで頑張って行かなきゃいけないのかなっていう想
いでこれからの一日一日を重ねて行きたいなっていうふうに思います。
【絆】、【自己肯定感】、【将来展望・希望】
⑬O.A.さん（消防士）の場合
・震災後反省点として自分に出来る限り体力を現場で発揮できるように当然
職場でも家にかえってもちょっと体力錬成をするようになって、すこしでも
地域住民のためになろうかなという反省で体力をつけるようにしております。
【つながり】、【自己効力感】
・現場活動をして良かったっていう実感としてなにが良かったというのはい
まいち実感はないのですが、自分の力がそれなりに発揮できたのかな、ちか
らのなさを感じながらもというところがありました。よかった点というのは
今ないですね。ちょっと今の時点では思い浮かばないですね。【充実感】
⑭W.M.さん（神主）の場合
・そうですね、神事、とくに大きな神事、祭り関係、春祭りとか。あるいは、
今日は 1 月の 9 日で、正月行事、大きな祭典があります。元旦祭とか、そ
ういう大きな神事をやり遂げたときに達成感というんでしょうかね、これは
神職だけではないと思います。すべての職に携わってる人、自分が中心にな
ってやり終えたときの達成感、そして氏子のみなさんの表情、安らいだ表情、
そのことを目の当たりにしたとき、やっぱりこの職でよかったのかなと、こ
の思いを強くしているところであります。【自己肯定感】、【充実感】、【達成
感】、【つながり】
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（2）ボランティア援助者の語りに見られた援助者セラピー原則（HTP）
自らも被災者であり、自発的援助を行っている①S.M.さん②Y.K.さん⑦M.M.さ
ん⑩K.K.さんの HTPに関連した内容は以下のとおりである。
①S.M.さんの場合
・ボランティアに来ていた方が私の絵を写真撮っていいですかって携帯で写
真撮ってくれたり、感動してくれたりで何枚か描き続けていたんですけど、
「祈り」っていう絵を最初に描いてそれを見た時に「あぁ、私まだ大丈夫な
んだ」って思えたんですね。もしかしたらもう描けないかもしれないって思
ってたから。感動してくださるのが嬉しくて、「差し上げます」って言った
んです。そしたら「この絵を私が貰ったら、この絵を見るのが私だけになる。
この絵を他の人にももっと見せて欲しい」って言われて、気持ちが熱くなっ
て「描き続けます」って。【つながり、伝える】
・「私にはそんなの出来ないって思ったんですけど、友達と話している内に
やってみようかなっていう気持ちになって、文章と絵を書いて送ったんです
ね。長命ケ丘小学校の児童館で 11 月の 16 日かな、読み聞かせしたんです。
子供たちも静かに熱心に聞いてくれて。友人が「これインターネットで配信
してもっと多くの人に読んでもらえるようにやってみない？」って。インタ
ーネット出来ないんで無理、と思っていたんですけど、また話をしているう
ちにやってみようと思えてきて。【つながり、自己効力感】
・私は夫も私自身もなんでもなかった、でもここに住んでる方は家族を亡く
された方が大勢いるので、こういう形で伝えることが今自分に出来る事であ
れば（やっていきたい）。それをしないととても辛い。
【つながり、自己肯定感】
・多くの方に原発の恐ろしさを知ってもらいたい。原発のない世の中になれ
ば良いと思う。政府は原発を再稼働させようとしていますけど、今のことだ
けじゃなく将来、未来のことを考えればやっぱり原発を無くしてほしいなっ
て。本当に悲しいです。【将来展望】
②Y.K.さんの場合
・放送していて、他の町から支援していただけるのも大きな成果でしたけれ
ども、町の中の人がこんなにこんなに心のあたたかい、そして素敵な仕事を
しているというのが初めて分かったんです。放送するまでは知りませんでし
た。【つながり、自己効力感】
・そういう人の声を、なにかメールでもらった時に、私達がラジオで伝えれ
ば、ああ、私だけじゃない、同じようにつらい人がいるんだ、って分かりま
すよね。そしたら、その聞いていた誰かたった 1 人の人が、メールをくれる
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かもしれない。そんな風にして、この放送局が、町の中の 1 つの広場になっ
たらいいな、と思っているんです。【絆・つながり】
・私の人生で人のため、してあげられることがあるんだったら、たくさんの
人が、自分よりもっと大変な人がいるから、と口にしているのを目の前で見
ることが出来たからだなって思います。いまはこの FMの仕事が毎日あるの
でそこでベストを尽くそうと思ってます。けれども、今後自分の人生がもっ
と経ってから、みんなに伝えていけることが出来たら、もっと積極的に伝え
る活動をしていたいと思います。【充実感、将来展望・希望】
・ですから震災前ずっと主婦をしていて、10 年間子育てをしていたという
ことが放送に活かせて、本当に良かったと思っています。【自己肯定感、自
己効力感】
⑦M.M.さんの場合
・そのときにみんなそれぞれ喋ったの。そうしたらやっぱりこれは残さなき
ゃ駄目だってことになりました。でも、流された人たちは鉛筆も紙も何もな
いので、何もないところから生んでもしょうがないな、じゃあとにかく喋っ
てもらって、それを残しておかなければ、また来るかもしれない地震に対し
て、私たちの責任だね。【つながり、自己肯定感】
・じゃあ 2 集はもう少し範囲を広げようと。もの言わぬ動物たちとか、文化
財とか、そういうところにもちょっと目を向けなきゃとなって、という風に、
ちょっと寄り添うという形で取材をしていったんです。少しずつ復興に向か
っている人もいたから、そういう事も取り上げたりして、第 3 集は完結編と
いうような感じで、鎮魂と復興への橋懸かりとして作りました。【つながり、
自己効力感】
・みんなに生きていて欲しいし、元気になって欲しいと思う。だから私もみ
んなと一緒に頑張りたいと思っています。いろんな事に今からでも挑戦した
い。もう年だからやめようかななんて言うと、だめだなんて友達に言われる
から、やっぱりみんなに声かけてもらって、本当にありがたいと思う。じゃ
あもう少し頑張るかなって思う。【つながり、自己効力感】
⑩K.K.さんの場合
・この先この浜はどうなるのか、明かりもないし、草もボーボーだし、本当
に寂しいね、という話を聞いてですね、私も本当に好きで住んでいた浜です
ので、教員やりながらですけれど、何かの力になれることはないかな、と思
いまして、蛤浜再生プロジェクトというのを、昨年の 3 月に立ち上げまして、
人は住めなくなったのですが、この集落を残すために、人が集まる場所を作
っていきたいな、と思ってプロジェクトを立ち上げました。【つながり】
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・まずは浜に来て、浜の魅力を楽しんでもらうというのが 1 つなんですけれ
ども、将来的には自然学校を考えていまして、この豊かな自然と地域の食文
化とかそういうのをうまくつなげて、子どもにも大人にも学べる自然学校に
出来たら良いな、と思っていますね。【将来展望、つながり】
・残していきたいのはやっぱりこの豊かな自然と、先人の知恵ですね。それ
が日本の良さじゃないかなと思っていますので。それぞれの地域の魅力があ
るんですよね、そこの風景と、そこにいる人の魅力だと思いますので、そう
いうのを残していけたら良いかなと思います。【つながり】
（3）非援助者の被災者の語りに見られた自助（自らの癒し）
被災者であるが援助活動を行っていない④I.I. &.S.さん⑤C.Y.さん⑪H.S.さん⑫
S.K.さんの方々の語りからは以下の点が示された。
④I.I. & S.さんの場合
・私、持病でリウマチがあって、震災前はすごく悪かったんです。多分うつ
病になってたと思います。震災後に今度支所に避難したんですけども、その
時こう皆いるんですよ。すると皆で会話をするんです。で、会話すると体が
どんどん良くなってきたんです。今はもうこんな風にペラペラと喋られるよ
うな状態になって。それが逆に不幸中の幸いかなぁと自分では思ってるんで
す。【個人的な話】
・ここで生まれたもんで、他所の町には行きたくないんです。どうしてもこ
こにいたいんです。これはもう日本に生まれて本当に良かったなと思います。
っていうのは本当にいろんな人が援助してくれるんですよ。楽しい思いが一
杯ありますね。ホントに楽しかったです、逆に言うと。今まで経験したこと
のない。だからまぁ家流されて大変だったんですけども、そういう面では逆
に人の優しさにはものすごく触れた。そういうふうに感じました。【つなが
り】
⑥C.Y.さんの場合
・妻に一緒に来るように言ったんですけど、やっぱり自分はもう思い出した
くないって。水も海も見たくないし、そのことを出来る限り思い出したくな
いって。ニュースなんかもあまり見れない状態ですね。でもなんとか落ち着
いて生活はしてます。
昔から、親に言われたのは、私はここで 24 代目なんだと。それでだいぶ
ね昔から C家を守って来てるんだと小さい頃から言われたもんですから、
田も畑も全部、近くにありましたよね。なかなか遠くにもいけないんで、同
じ町内になんとかこれからも住んでいきたいと思ってます。やっぱり今まで、
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大っきな被災っていうか、そういうのに遭った事がないもんですから。なん
の心の準備もないですよね、常になに不自由なく生活してたもんですから、
あの当時は電話も電気もトイレに行くのも不自由する、食事も不自由する、
油も入れられない。それで着の身着のままで行ったもんですから薬ももって
ないし、医者にいっても医者も閉まってる。やっぱり常の心構えっていうか、
もう少し、危機感を持ってればなぁと今になって思います。【個人的な話】
【つながり】
⑪H.S.さんの場合
・行政側が自分で勝手に決めて、押し付けているだけですから。ですから住
民がどんどん反発しちゃって、住民側が協力する気がないから復興が遅れる
んですよ。結局押し付けられるだけだから。みんな最初はえ？　え？　って
いうのが段々、なんだ？（ちょっと怒ってる感じ）っていう感じになってきま
すから。遅れているのは何が悪いでも、だれが悪いのでもなくて、もっとち
ゃんと住民と話し合いして、協力してもらおうと思わないからですよ。やっ
ぱりちゃんと話し合いをして、住民が協力しようと思ったら、たぶん、この
2 倍 3 倍のスピードで復興していくと思います。わたしから見ていると、「出
て行きたい奴は出て行け」という感じの復興なんですよね、これでは進まな
いと思います。新しい町を作って新しい人をよぶからいいんですよ、ってい
う感じなんですよ。その辺を、もっと今いる人たち、というか、もともとい
た人たちを、もっと大事にしてほしいです。そうとう出ていっている。もう
ずいぶん出ていった人が一杯いますから、その辺よろしくお願いします、町
長さん。【話し合い、つながり】
⑫S.K.さんの場合
・この辺はもうみんな支援物資というか、個人的にもっているものとかをや
りとりして、買ってくると。普段はそういった付き合いはないんですけど。
そういう意味では近所さんにめぐまれたなとおもいましたね。【つながり】
6──考察
（1）職業的援助者の語りに見られた援助者セラピー原則（HTP）
職業的援助者の語りにみられた HTPの項目については、
③児童館職員の場合：伝えるということを通して【自己肯定感】、【自己効力
感】、【絆・つながり】、【将来の展望・希望】
⑤保護司の場合：保護司のしごとを通しての【自己肯定感】、【自己効力感】、
【絆】、【将来の希望】
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⑧中学校校長の場合：コミュニティのキーパーソンとして支援を継続するこ
とからの【自己肯定感】、【自己効力感】、【絆】、【将来の希望】
⑨中学校教師の場合：コミュニティの交流・つながりからもたらされた【自
己肯定感】、【将来展望・希望】
⑬消防士の場合：地域住民のために緊急支援・貢献するという使命感からの
【充実感】
⑭神主の場合：宗教行事による地域コミュニティへの貢献からくる【自己肯
定感】
が認められた。
このことは、コミュニティに根ざした職業意識からの援助活動を通してより自
己肯定感が高められ、充実感がもたらされたということを示している。また一層
絆感が強まり、将来へ希望へとつながっていることが明らかにされた。
（2）ボランティア援助者の語りにおける援助者セラピー原則（HTP）
ボランティア援助者の語りに見られた HTPの項目については、
①S.M.さん：【つながり】、【自己効力感】、【自己肯定感】、【将来展望】
②Y.K.さん：【つながり】、【自己効力感】、【自己肯定感】、【将来展望】、【充
実感】
⑦M.M.さん：【つながり】、【自己肯定感】
⑩K.K.さん：【つながり】、【将来展望】
が認められた。
このことは、地域のつながり（語り合い）を通して、ボランティア援助者となっ
たこと、それは「伝えたい」という意思につながり、一層のコミュニティ感覚を
強めていったこと、また、将来への希望も広がったことを示唆するものである。
（3）非援助者の被災者の語りにおける自助（自らの癒し）
被災したが、援助活動は行わなかった
④I.I. & S.さん：病気と【つながり】
⑥C.Y.さん：個人史と【つながり】
⑪H.S.さん：話し合いと【つながり】
⑫S.K.さん：両親の死と【つながり】
が示された。それぞれ個人的なテーマが語られた。そこには語り合いの大切さが
語られ、【つながり】という要素が強く認められている。
このことは直接的な援助を行わなかった場合でも、「語る」ことが癒しの効果
と「つながり感」をもたらすことを表している。
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（4）PTG（心的外傷体験後成長）とHTP
心的外傷後成長（PTG）とは、「危機的な出来事や困難な経験との精神的なもが
き・闘いの結果生じる、ポジティブな心理学的変容の体験」である 10）。加えて、
PTGは、固定的な結果のみでなく、プロセス全体を含むと考えられている 11）。
そしてこの「成長」や「変化」は、単に外傷体験前の状態に復帰（recover）する
のではなく、以前の水準以上に成長するという意味合いを含んでいる。
PTGで扱うトラウマとは、もっと広範な出来事、たとえば自然災害や犯罪被
害、交通事故、病気、親族や友人の死別、いじめなどの人間関係上の問題、離婚、
虐待なども想定される。東日本大震災においても、被災者心的外傷体験を被り、
苦しみ、もがきながらも、徐々にそれを乗り越えていき、このような困難を体験
する以前の自分よりも哲学的に、心理学的に、スピリチュアルなレベルで成長す
る PTG体験が明らかにされている 12）。
Lieblich13）は、震災などの災害が起こった場合、身体的な援助に加えて、３つ
の心理・社会的な要素によって、PTSDより PTGを強めることができると述べて
いる。その 3 つとは、（1）社会支援システムをもつこと：一人で取り残されない
ようにすること、（2）ナラティブ支援システム：体験をシェアできる共感的な聴
き役を持つこと、（3）役割変化：「被害者」から「サバイバー」「援助者」に変わ
ること、の 3 点である。本研究においてボランティア援助者に HTPが認められ
たことは Lieblichの（3）役割変化の主張を裏づけるものである。
──おわりに
1．本研究のまとめ
（1）援助活動をした人たちにおいてのみ、HTPが語りの分析により確認できた。
このことは被災者が援助活動を行うことによりセラピー効果が得られたことを示
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している。
（2）被災者でもある職業的ヘルパーとボランティアヘルパーにおいては、以下
の点で差が示唆された。
①職業を通しての援助活動による充実感・自己効力感が認められ、それがつ
ながりや将来展望に拡張している。
②ボランティアヘルパーは、まずはコミュニティでの「語り合い」から援助
意思が啓発され、それが自己効力感、充実感、将来展望・希望へとつなが
っていっている。
このことは、職業的ヘルパーとボランティアヘルパーにおいては特性に応じた
介入手続きの工夫が必要であることを示すものである。
（3）援助者であるかどうかにかかわりなく、Lieblich14）の言う、語ることによ
るセラピー効果が認められた。このことは援助場面においては適切な「語りの
場」の設定を行うことの重要性を示すものである。
2．援助体験学（Helper experience research）の構築に向けて
鷲田 15）は 21 世紀は「ケア」の時代とし、ケアをされる相手に何かを「する」
ことが「ケア」だという考え方ではなく、「語り」を「聴く」こと、あるいは側
に居ることにケアの本質はあるのではないか、ケアの過程に反映させるべきでは
ないかと論じている。また、広井 16）は「ケア」という行為を通じて、ケアをお
こなっている人自身が、むしろ力を与えられたり、ある充足感や統合感を得る、
というケアの基本的な視点も重要であると述べている。これは本研究で明らかに
されたように、援助者がケアをすることにより「ケアされる」という援助者セラ
ピー原則を示すものである。
援助者として働く時は、ともすれば自分の問題をいつも棚上げにし、「援助者
はいつでも強く、正しくなければならない」という思いに駆り立てられることが
多いかもしれない。また、援助者としての技術や知識を得ることに必死になり、
「援助者としてどうふるまうべきか」ということに囚われ、自分自身の弱さや感
情にふたをして働き続けることもありがちであろう。しかしながら今回の研究に
より、援助者自身も被災体験を有している場合は特に、従来の知識や技術だけに
頼った援助はしがたく、自分自身の経験や感情をありのまま語ったり、そこから
自分がどのように回復しているのかを示したり、被災者・援助者のつながりのな
かで援助者自身も癒されていったことがうかがえ、今後、援助者の体験を「ケア
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する」、「ケアされる」という 2 側面から明らかにしていく援助体験学（Helper Expe-
rience Research）の構築の必要性を示すものであろう。
3．本研究の限界と今後の課題
本研究の事例では、非援助者の 3 パターンにあたる対象者が得られなかった。
したがって今後は、（4）～（6）のタイプの事例にも対象を拡張しての分析を行
っていきたい。また、質的分析には利点もあるが限界もある。次の段階として、
例えばテキストマイニングと結びつけた混合研究法なども用いるべきであろう。
［いのうえ  たかよ］
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